
JP 5142864 B2 2013.2.13

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
物品への固定により当該物品へ鳥を近寄らせない平面形状のシート体からなる固定式鳥除
けシールにおいて、
前記シート体の一方の面に複数の略同心円からなる目玉模様が描画され、当該隣接する略
同心円に囲まれる領域を当該隣接する領域と各々異なる配色で描画される模様部と、
前記シート体の一方の面に入射される入射光に対して、複数の射出光を異なる方向に反射
する射出部材を前記模様部に付設される射出部であって、前記模様部に積層状態で配設さ
れ、異なる格子定数を有する回折格子を重畳して形成される射出部を備えることを
　特徴とする固定式鳥除けシール。
【請求項２】
物品への固定により当該物品へ鳥を近寄らせない平面形状のシート体からなる固定式鳥除
けシールにおいて、
前記シート体の一方の面に複数の略同心円からなる目玉模様が描画され、当該隣接する略
同心円に囲まれる領域を当該隣接する領域と各々異なる配色で描画される模様部と、
前記シート体の一方の面に入射される入射光に対して、複数の射出光を異なる方向に反射
する射出部材を前記模様部に付設される射出部であって、前記模様部に積層状態で配設さ
れ、一つの入射光に対して複数の反射方向で反射する反射部材を重畳して形成される射出
部を備えることを
　特徴とする固定式鳥除けシール。
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【請求項３】
請求項１又は請求項２に記載の固定式鳥除けシールにおいて、
前記射出部が、前記積層状態からなる積層部分で、前記射出光からなるモアレ模様を形成
することを
　特徴とする固定式鳥除けシール。
【請求項４】
請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の固定式鳥除けシールにおいて、
前記模様部の目玉模様が、中心部分の前記略同心円により形成されて黒色に配色された瞳
孔部と、
前記瞳孔部の周囲を取り囲む略同心円により形成されて黄色又は褐色に配色された虹彩部
を備えることを
　特徴とする固定式鳥除けシール。
【請求項５】
請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の固定式鳥除けシールにおいて、
　前記シート体が、柔軟性及び／又は弾力性を有する素材からなることを
　特徴とする固定式鳥除けシール。
【請求項６】
請求項５に記載の固定式鳥除けシールにおいて、
　前記シート体の外表面を柔軟性及び／又は弾力性を有する合成樹脂薄膜により被覆され
ることを
　特徴とする固定式鳥除けシール。
【請求項７】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の固定式鳥除けシールを用いる固定式鳥除け方
法において、
　前記固定式鳥除けシールが、前記物品の鉛直方向の上部領域に貼り付けされることを
　特徴とする固定式鳥除け方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、物品への接着により鳥類を物品から忌避させる固定式鳥除けシールに関して
、特に鳥類の位置に依存せずに十分な射出光を安定的に発生させて鳥類を威嚇し、さらに
当該射出光の配色及び鳥類の視覚特性をも考慮して高い忌避効果を発揮する固定式鳥除け
シールを提供することを目的とする。
【背景技術】
【０００２】
　鳥類、例えばカラスが電柱に巣を作ることによる停電発生の被害が年間を通じて少なか
らず発生しており、当業者を悩ませている。問題解決のために巣の撤去という手段が講じ
られているが、この鳥類により再度新たな巣を作製されるために、根本的な問題解決とは
なっていない。
【０００３】
　この問題を解決するために、背景技術は、任意のパターンに基づく模様が形成されたホ
ログラムシートを円筒面あるいは円錐曲面に沿って曲成して、当該ホログラムシートの表
裏の光反射面を用いて鳥類を忌避するものがある（例えば、特許文献１参照）。また、光
干渉顔料の多層膜構造による光の入射角に応じた色相変化の視覚的効果を利用した忌避部
材と、光回折顔料の微構造表面による虹スペクトルの外観変化の視覚的効果を利用した忌
避部材との少なくともいずれかを用いて鳥類を忌避するものがある（例えば、特許文献２
参照）。
【特許文献１】特開２００６―２０５９８号公報
【特許文献２】特開２００５―２８７３７７号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の固定式鳥除けシールは、光の性質である反射、干渉及び回折のいずれかを用いて
鳥類の位置に応じた射出光により鳥類を威嚇して忌避するが、鳥類の位置によっては当該
射出光が発生しないか弱い位置が存在して十分な忌避効果を発揮できないという課題を有
する。
【０００５】
　本発明は前記課題を解消するためになされたもので、鳥類の位置に依存せずに十分な忌
避効果を奏する射出光を安定的に発生させ、さらに当該射出光の配色及び鳥類の視覚特性
を考慮して鳥類の本能に訴えて威嚇し、十分な忌避効果を奏する固定式鳥除けシールを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る固定式鳥除けシールは、物品への固定により当該物品へ鳥を近寄らせない
平面形状のシート体からなる固定式鳥除けシールにおいて、前記シート体の一方の面に複
数の略同心円からなる目玉模様が描画され、当該隣接する略同心円に囲まれる領域を当該
隣接する領域と各々異なる配色で描画される模様部と、前記シート体の一方の面に入射さ
れる入射光に対して、当該反射光の射出方向とのなす角を異ならせた射出光が複数共存す
る射出部材を前記模様部に付設される射出部を備えるものである。
【０００７】
　このように本発明によれば、前記シート体の一方の面に複数の略同心円からなる目玉模
様が描画され、当該隣接する略同心円に囲まれる領域を当該隣接する領域と各々異なる配
色で描画される模様部と、前記シート体の一方の面に入射される入射光に対して、当該反
射光の射出方向とのなす角を異ならせた射出光が複数共存する射出部材を前記模様部に付
設される射出部を備えることから、当該射出光が異なる方向に射出されて鳥類の位置によ
らず鳥類を捕らえることとなり、鳥類を確実に威嚇することができる。
【０００８】
　また、本発明に係る固定式鳥除けシールは必要に応じて、前記模様部の目玉模様が、中
心部分の前記略同心円により形成されて黒色に配色された瞳孔部と、前記瞳孔部の周囲を
取り囲む略同心円により形成されて黄色又は褐色に配色された虹彩部を備えるものである
。このように本発明によれば、前記模様部の目玉模様が、前記略同心円の中心部分に形成
された黒色の瞳孔部と、前記瞳孔部の周囲を取り囲む略同心円により形成された黄色又は
褐色の虹彩部を備えることから、忌避対象の鳥類、例えばカラスが当該配色により天敵と
する猛禽類を本能的に想起することとなり、忌避効果を一層高めることができる。
【０００９】
　また、本発明に係る固定式鳥除けシールは必要に応じて、前記射出部が、前記模様部に
積層状態で配設され、異なる格子定数を有する回折格子を重畳して形成されるものである
。このように本発明によれば、前記射出部が、前記模様部に積層状態で配設され、異なる
格子定数を有する回折格子を重畳して形成されることから、複数の回折角により前記射出
部からの回折光が干渉縞のモアレ模様として異なる方向に射出されることとなり、当該回
折光が立体的なモアレ模様として鳥類を捕らえて強く威嚇することができる。また、鳥類
の位置によりモアレ模様が常に変化することとなり、鳥類が時間の経過とともに視覚的に
慣れることによる忌避効果の無力化を回避することができる。
【００１０】
　また、本発明に係る固定式鳥除けシールは必要に応じて、前記射出部が、前記模様部に
積層状態で配設され、一つの入射光に対して複数の反射方向で反射する反射部材を重畳し
て形成されるものである。このように本発明によれば、前記射出部が、前記模様部に積層
状態で配設され、一つの入射光に対して複数の反射方向で反射する反射部材を重畳して形
成されることから、前記射出部からの反射光が異なる方向に射出されることとなり、簡素
な構造で容易に、当該反射光が鳥類を確実に捕らえて威嚇することができる。
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【００１１】
　また、本発明に係る固定式鳥除けシールは必要に応じて、前記シート体が、柔軟性及び
／又は弾力性を有する素材からなるものである。このように本発明によれば、前記シート
体が、柔軟性及び／又は弾力性を有する素材からなることから、柔軟性及び／又は弾力性
を備えることにより前記物品との接触性を高めることとなり、特に曲面形状を有する前記
物品に対して貼り付け難度の高い遠隔操作により貼り付ける場合においても、前記物品へ
の貼り付け及び固定を容易に行うことができる。
【００１２】
　また、本発明に係る固定式鳥除けシールは必要に応じて、前記シート体の外表面を柔軟
性及び／又は弾力性を有する合成樹脂薄膜により被覆されるものである。このように本発
明によれば、前記シート体の外表面を柔軟性及び／又は弾力性を有する合成樹脂薄膜によ
り被覆されることから、当該合成樹脂薄膜の柔軟性及び／又は弾力性により前記物品との
接触性を高めることとなり、特に曲面形状を有する前記物品に対して貼り付け難度の高い
遠隔操作により貼り付ける場合においても、前記物品への貼り付け及び固定を容易に行う
ことができ、さらに表面を当該合成樹脂薄膜で被膜することにより屋外での厳しい使用環
境、例えば雨天候に対する耐久性を容易に向上させることができる。
【００１３】
　また、本発明に係る固定式鳥除けシールを用いる固定式鳥除け方法は必要に応じて、前
記固定式鳥除けシールが、前記物品の鉛直方向の上部領域に貼り付けされるものである。
このように本発明によれば、前記固定式鳥除けシールが、前記物品の鉛直方向の上部領域
に貼り付けされることから、前記固定式鳥除けシールが上空から容易に視認されることと
なり、上空を飛行中の鳥類からの検知確率を更に高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　（本発明の第１の実施形態）
　以下、本発明の第１の実施形態に係る固定式鳥除けシールを、図１から図３に基づいて
説明する。
　この図１は本発明の第１の実施形態に係る固定式鳥除けシールの構成を示す平面図及び
断面図、図２は図１に記載された固定式鳥除けシールの射出部の射出を示す説明図、図３
は図１に記載された固定式鳥除けシールの電柱への固定例を示す。
【００１５】
　図１において、本発明の第１の実施形態に係る固定式鳥除けシール１は、複数の同心円
から形成される目玉模様が描画され、この隣接する同心円に囲まれる領域をこの隣接する
領域と各々異なる配色で描画される模様部１１と、入射される入射光に対して、この反射
光の射出方向とのなす角を異ならせた射出光が複数共存する射出部材をこの模様部１１に
付設される射出部１２を備える構成である。
【００１６】
　また、前記模様部１１は、目玉模様が、中心部分の前記略同心円により形成されて黒色
に配色された瞳孔部１１ａと、この瞳孔部１１ａの周囲を取り囲む略同心円により形成さ
れて黄色に配色された虹彩部１１ｂを備えることができる。
　以下、前記構成に基づく本実施形態の固定式鳥除けシールの鳥類に対する忌避動作につ
いて説明する。
【００１７】
　まず、本固定式鳥除けシール１は、所定の物品に固定され、図２に示すように、反射面
を有する前記射出部１２により自然光を反射する。前記射出部１２は、同図において、自
然光ａに対して反射角θ1で反射して反射光ｂを射出し、自然光ｃに対して反射角θ2で反
射して反射光ｄを射出する。このように、前記射出部１２は、自然光を異なる反射角によ
り反射することから、この反射光が異なる方向に射出されることにより鳥類の位置によら
ず鳥類を捕らえることとなり、鳥類を確実に威嚇することができる。
【００１８】
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　また、本固定式鳥除けシール１は、図３に示すように、鳥類が巣を作りがちな物品、例
えば電柱１００の電柱頭部１０１に２枚を互いの近傍位置に固定して使用することができ
る。本固定式鳥除けシール１は、この固定方法及び目玉模様の配色により、鳥類の天敵で
ある猛禽類の２つの目玉として認識されることとなり、鳥類をこの電柱１００から本能的
に忌避させることができる。また、このように本能に訴える効果を有するために、時間の
経過による視覚的な慣れを回避することとなり、経過時間によらず忌避効果を維持するこ
とができる。
【００１９】
　また、作業者は、配電線が敷詰められた電柱の腕金先端部に本固定式鳥除けシール１の
貼り付けを行う作業において、この配電線との接触を防止するために、長尺の絶縁性ヤッ
トコを用いて遠隔操作によりこの電柱に貼り付けすることもできる。本固定式鳥除けシー
ル１は、柔軟性及び／又は弾力性の特性を備えることもでき、この特性により、電柱への
貼り付け時に絶縁性ヤットコから離される際に、本固定式鳥除けシール１のうちこの絶縁
性ヤットコがつまんだ箇所から最も距離の離れた反対側の位置から、目的とする貼り付け
位置に曲面を作りながら貼り付けされることが可能となる。
【００２０】
　このように、本固定式鳥除けシール１は、柔軟性及び／又は弾力性を有することにより
、本固定式鳥除けシール１が硬質な板状の場合では電柱の上部から落下させるような動作
で貼り付けに失敗してこの電柱の下部まで落下させてしまうという事態を回避できるとい
う効果が得られる。なお、本固定式鳥除けシール１の図柄の表面を、柔軟性及び／又は弾
力性を有する合成樹脂薄膜により被覆すること、例えばラミネート加工を用いることでも
前記効果を得ることができる。また、このラミネート加工により、安価でかつ耐久性を向
上させることができ、屋外での厳しい使用環境、例えば雨天候による劣化を抑制すること
ができる。
【００２１】
　また、本固定式鳥除けシール１の背面側に両面接着テープを用いることもできる。この
両面接着テープが容易な接着性を有することから、本固定式鳥除けシール１を固定する際
に、電柱頭部１０１付近の密集した電線群を掻き分けることなく、例えば間接工具を用い
た作業者の手元からの遠隔操作により容易に固定することができる。
【００２２】
　　（本発明の第２の実施形態）
　以下、本発明の第２の実施形態に係る固定式鳥除けシールを、図４から図７に基づいて
説明する。
　この図４は本発明の第２の実施形態に係る固定式鳥除けシールの回折格子としての射出
部の射出を示す説明図、図５は図４に記載された固定式鳥除けシールの射出部の積層によ
る干渉縞を示す説明図、図６は図４に記載された固定式鳥除けシールの反射部材としての
射出部の射出を示す説明図、図７は図４に記載された固定式鳥除けシールの模様例を示す
説明図を示す。
【００２３】
　図４において、本実施形態に係る固定式鳥除けシール１は、前記第１の実施形態と同様
に前記模様部１１と、前記射出部１２を備える構成である。本実施形態では、この射出部
１２は、上部射出部１２ａ及び下部射出部１２ｂを積層されて備える構成である。この上
部射出部１２ａ及び下部射出部１２ｂは、各々一定の射出角を有する。
【００２４】
　以下、前記構成に基づく本実施形態の固定式鳥除けシールの忌避動作について、前記第
１の実施形態から変更された内容を説明する。
　まず、本固定式鳥除けシール１は、図４に示すように、回折定数が各々一定の回折格子
としての前記上部射出部１２ａ及び前記下部射出部１２ｂから形成される前記射出部１２
により自然光を回折する。この射出部１２は、同図において、この上部射出部１２ａが自
然光ｅに対して回折角θ3で回折して回折光ｆを射出し、この下部射出部１２ｂが自然光
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ｇに対して回折角θ4で回折して回折光ｈを射出する。
【００２５】
　前記上部射出部１２ａ及び前記下部射出部１２ｂは、図５（ａ）に示すように、回折格
子から形成され、回折角の異なる干渉縞を生成する。前記上部射出部１２ａ及び前記下部
射出部１２ｂは、同図（ｂ）に示すように、積層されることにより、積層された部分で新
たな縞模様がモアレ模様として形成する特徴を有する。
【００２６】
　前記射出部１２は、同図（ｃ）に示すように、前記上部射出部１２ａ及び前記下部射出
部１２ｂを積層することから、モアレ模様の干渉縞を前記射出部１２の全体に渡り形成す
ることとなり、この立体的なモアレ模様の射出光が鳥類を捕らえることにより鳥類を強く
威嚇することができる。また、この射出部１２は、図６に示すように、自然光ｉを反射角
θ5で回折光ｊを射出する上部射出部１２ａ及び自然光ｋを反射角θ6で回折光ｌを射出す
る反射角θ6を有する下部射出部１２ｂを積層して形成することにより、容易に前記モア
レ模様の射出光を出射することができる。
【００２７】
　また、上述の実施形態に係る固定式鳥除けシール１は、目玉模様の瞳孔部１１ａを模様
無しの黒色としたが、図７に示すように、網目模様をこの瞳孔部１１ａの中心部又は全体
部に加えてもよい。本固定式鳥除けシール１は、この網目模様により目玉模様に立体感を
創出することとなり、鳥類が猛禽類の目玉模様と錯覚しやすくなり忌避効果を高めること
ができる。
【００２８】
　また、前記虹彩部１１ｂは、黄色の配色としたが、褐色とすることもできる。本固定式
鳥除けシール１は、黄色及び褐色のいずれの場合にも、鳥類の視覚認識を司る油球の特性
から前記虹彩部１１ｂを鳥類に強調されて認識されることとなり、鳥類からの検知確率を
高めることができる。また、例えば、上面に貼り付けることにより、上空を飛行中の鳥類
からの検知確率を更に高めることができる。
【００２９】
　なお、上述の実施形態に係る固定式鳥除けシール１は、電柱１００の電柱頭部１０１に
固定して適用したが、この適用方法に限定されることはなく、例えば電柱頭部１０１近傍
に設置される電柱アームに固定することもでき、さらに鳥類が巣を作りがちな屋根裏や鳥
類が糞を落としがちな駐車場の自動車など、広く鳥類を忌避させる用途に適用することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る固定式鳥除けシールの構成を示す平面図及び断面
図
【図２】本発明の第１の実施形態に係る固定式鳥除けシールの射出部の射出を示す説明図
【図３】本発明の第１の実施形態に係る固定式鳥除けシールの電柱への固定例
【図４】本発明の第２の実施形態に係る固定式鳥除けシールの回折格子としての射出部の
射出を示す説明図
【図５】本発明の第２の実施形態に係る固定式鳥除けシールの射出部の積層による干渉縞
を示す説明図
【図６】本発明の第２の実施形態に係る固定式鳥除けシールの反射部材としての射出部の
射出を示す説明図
【図７】本発明の第２の実施形態に係る固定式鳥除けシールの模様例を示す説明図
【符号の説明】
【００３１】
１　固定式鳥除けシール
１１　模様部
１１ａ　瞳孔部
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１１ｂ　虹彩部
１２　射出部
１２ａ　上部射出部
１２ｂ　下部射出部
１００　電柱
１０１　電柱頭部
θ1、θ2 反射角
θ3～θ6 回折角
ａ、ｃ、ｅ、ｇ、ｉ、ｋ　自然光
ｂ、ｄ　反射光
ｆ、ｈ、ｊ、ｌ　回折光

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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